






『あきらめ』ということほど言い易くして行い難いことはない。それは自棄ではない、盲従では
ない、事物の情理を尽して後に初めて許される『魂のおちつき』である。

　私は酒席に於て最も強く自己の矛盾を意識する、自我の分裂、内部の破綻をまざまざと見せつ
けられる。酔いたいと思う私と酔うまいとする私とが、火と水とが叫ぶように、また神と悪魔と

が戦うように、私の腹のどん底で噛み合い押し合い啀
いが

み合うている。そして最後には、私の肉は
虐げられ私の魂は泣き濡れて、遣瀬ない悪夢に沈んでしまうのである。

　私自身は私というものを信ずることが出来ないのに他人が私を信じてくれるとは何という皮肉
であろう！

　遠い死は恐ろしく近い死は懐かしい。

　死を意識して、そして死に対して用意する時ほど、冷静に自己を観照することはない。死が落
ちかかれば自己の絶滅であるが、死の近づき来ることによって自己の真実を掴むことが出来る。

　悪魔の手は掴もう掴もうとしている。それだけでも悪魔の心は親しいものではないか。

　結婚して後悔しないものが何人あるか、親となって後悔しないものが何人あるか。――私も亦
、その何人の中の一人であることを悲しむ。

　最初には酔覚の水がうまくて水を飲んでいたが度々飲み続けているうちに、水そのものを味わ
い飲むようになった。そして水を飲まずにはいられないようになった。

　彼が真実を主張したとき、彼の周囲の人々は同意し讃嘆した。しかし彼が進んで真実を実行し
たとき、人々は怒罵し嘲笑した。斯くして彼は彼の周囲から永久に別れてしまったのである。

　強者は破壊する、弱者は弥縫する。強者は創造する、弱者は模倣する。

　すべてに失望した人――生きていても詰らない、死ぬるのも詰らないと思う人は再び官能の陶
酔に帰って来る。そして野良猫が残肴を漁るように、爛れた神経の尖端で腐肉の中を吸いまわる
。彼は闇にうごめく絶望の影である。しかも彼は往々にして――若しも彼が真摯であるならば―
―そこで『神の子を孕める悪魔』を捉えることがある。

　遊蕩児にただ一つ羨ましい事がある。彼は歓楽の悲哀――それは恐らく遊蕩児のみが味わい得
る――『泣笑』とでも呼びたい情趣を色読している。

　地獄から来た男は走らない、叫ばない。黙って地上を見詰めつつ歩む。

　歓楽に誘惑がある如く、苦痛にも魅力がある。生存がただ苦痛であって、そして死を恐れない
人がその儘生きているのは、屡々、生存慾のためよりも苦痛の底の甘味を解している故である。





　自分の道を歩む人に堕落はない。彼にとっては、天国に昇ろうとまた地獄に落ちようとそれは

何でもない事である、道中に於ける夫々
それぞれ

の宿割に過ぎない。

　優秀な作品の多くは苦痛から生れる。私は未だ舞踏の芸術を解し得ない。私は所謂、法悦なる
ものを喋々する作家の心事を疑う。此意味に於て、現在の私は『凄く光る詩』のみを渇望して
いる。

　涙が涸れてしまわなければ、少くとも涙が頬を流れないようにならなければ、孤独の尊厳は解
らない。

　ほんとうに苦しみつつある人は、救われるとか救われたいとかいうことを考えない。そういう
外的な事を考えるような余裕がないのである。

　空には星が瞬たいている。前には海が波打っている。曙を待つ私の心は暗い。この暗さの中で
私の思想は芽吹きつつある。私は悩ましい胸を抑えて吐息を洩らしている。その吐息の一つ一つ
が私の作品である。

　夜は長いであろう。しかし夜はいかに長くても遂には明けるであろう。明けざるをえないであ
ろう。闇の寂しさ恐ろしさに堪えて自己を育てつつある人の前には、きっと曙が現われて来る。

　同情したからとて涙を流す勿れ、同感だといって手を拍つ勿れ。心と心とのつながりは屡々、
涙を流したり拍手したりすることのために破られた。

　二羽の雀が一銭であるとて嘆く勿れ。それは死んだ雀の価である。生きた雀は自由に大空を翔
けりつつあるではないか。

　傷づけられて――傷づけられることによって生きてゆくものがある。

　自己の醜劣に堪え得なくなって、そして初めて自己の真実を見出し得るようになる。

　義人は苦しむ。偉大なる義人とは深刻なる苦痛を甞めて来た人である。

　正しきものは苦しまざるを得ない。正しきものは、苦しめば苦しむほど正しくなる。苦痛は思
想を深め生活を強くする。苦痛は生を浄化する。

　真面目な人と真面目な人とが接したところにのみ生の火花が閃めく。彼等は友となるか、然ら
ざれば敵となる、敵とならなければ友とならざるを得ないからである。

　日本人ほど自然を眺める国民はない。そして日本人ほど自然を知らない国民はない。

　日本人ほど小児を可愛がる国民はない。そして日本人ほど小児の心を理解しない国民はない。





　物を弄ぶのはその物の真髄を知らないからである。理解は時として離反を齎
もた

らすけれど、断じ
て玩弄というような軽浮なものを招かない。

　鏡を持たない人は幸福である。その人は自分が最も美しいと信じきっている。私はそういう見
すぼらしい幸福を観るにも堪えない。

　自己を愛するということは自己に侫
おも

ねることではない、自己に寛大であることではない。真に
自己を愛するものは、自己に対して最も峻厳であり残酷でさえある。

　自分の罪を許すことの出来ない人は他の罪を許すことも出来ない。他の罪を責める人は、より
多くの自分の罪を責める人でなければならないと同じ道理である。

　生存は悲痛なる事実である。その悲痛なる事実であることを理解することによって、そしてそ
の悲痛なる事実の奥底まで沈潜することによってのみ堪え得られる事実である。

　妻があり子があり、友があり、財があり、恋があり酒があって、尚お寂しいのは自分というも
のを持っていないからである。

　張りきった心、しかも落ちついた心でありたい。何物をも拒まない、何物にも動かされない心
でありたい。

　蒔いた人は刈れ、蒔いた人のみ刈れ。蒔いた人の強さよ、刈る人の尊さよ。

　自然に対して侫ねるなかれ。

　自己を掘る人の前にはたった一つの道しかない。狭い険しい、ともすれば寂しさに泣かるる道
しかない。

　叱られて泣いた昨日があった。殴られて腹も立たない今日である。――悔なき明日が来なけれ
ばならない。

　外部の圧迫は内部の破綻を緊密にする。そこに人間性の痛切な一面がある。

　死を恐れないのではない、死よりも恐ろしいものがあるからである。

　肉を虐げることによって霊を慰める人のはかなさは！

　霊肉合致とは霊が肉を征服することでなくして肉が霊のあらわれとなることである。

　彼が堕落の悲しさよ、彼は真摯なるが故に堕落したのである。



　骨肉のなつかしさ、骨肉のあさましさ。

　犠牲という言葉のためにはあまりに多くの犠牲が払われた。




